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払  込  取  扱  票 払 　   込 　   票 払  込  金  受  入  票 振替払込請求書兼受領証通常払込料金
加 入 者 負 担

愛媛大学基金へ寄附します。　　 ※該当する下記□にチェック（　）願います。

口　  座　  記　  号　  番　  号

名
者
入
加

□卒業（修了）生（　　　　年卒業・修了、学部・大学院名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□在学生・在学生の家族（　　　　年入学、学部・大学院名：　　　　　　　　　　　 学生氏名：　　　　　  　　 ）
□現・元教職員（所属部局：　　　　　　　）□法人・企業・団体　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

HPや広報誌等への氏名等の掲載
□希望する　　□希望しない

氏　名

（電話番号　　　　 －　　　　　  －　　　　  ）

様
フリガナ

〒　　　  　―

愛媛大学へのメッセージ等ございましたらご記入ください。

住
所
・

名
氏

金 

額

料 

金
備 

考

千　 百　 十　 万　 千　 百　 十　 円
※

※

□えみか夢基金（愛媛大学の様々な取組に幅広く活用） 　 □未来教育基金（税額控除対象）
　

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基金）※支援する基金名をご記入ください　

国立大学法人　愛媛大学
コクリツダイガクホウジン エ  ヒメダイガク

徳島

の
票
各

※

い
さ
だ
く
て
し
載
記
て
い
お
に
人
頼
依
ご
、
は
欄
印

。

。
い
さ
だ
く
め
か
確
お
を
と
こ
い
な
の
い
違
間
に
項
事
載
記
の
票
各

。
い
さ
だ
く
し
出
お
で
い
な
ら
取
り
切

。
い
さ
だ
く
し
出
お
で
い
な
ら
取
り
切

。
い
さ
だ
く
て
し
管
保
に
切
大
、
は
証
領
受
の
こ

。
い
さ
だ
く
て
し
押
を
印
正
訂
に
所
箇
の
そ
、
は
合
場
た
し
正
訂
を
項
事
載
記

ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。（承認番号徳第 号）

これより下部には何も記入しないでください。

※

国立大学法人　愛媛大学
コクリツダイガクホウジン エ  ヒメダイガク

国立大学法人　愛媛大学
コクリツダイガクホウジン エ  ヒメダイガク

千　 百　 十　 万　 千　 百　 十　 円

おなまえ
※

様

通常払込
料金加入
者 負 担

※

※

※

※

千　 百　 十　 万　 千　 百　 十　 円 千　 百　 十　 万　 千　 百　 十　 円

おところ・おなまえ
※

国立大学法人　愛媛大学
コクリツダイガクホウジン エ  ヒメダイガク

おなまえ
※

（ゆうちょ銀行）

（振込通知書） （振込依頼書） （振込金（兼手数料）受領書）

□伊予銀行　　　 一万支店　普通　1799203
□愛媛信用金庫　 城東支店　普通　0186904

□愛媛銀行　湯築支店　普通　1350103
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□伊予銀行　　  一万支店　普通　1799203
□愛媛銀行　　  湯築支店　普通　1350103
□愛媛信用金庫  城東支店　普通　0186904

【郵便局へ】日附印を押して依頼人に交付

（消費税込み）

円

　一定額以上のご寄附をいただいた場合、寄附者の厚志を顕彰するため、寄附者（個人、団体等）からの申し込みにより、愛媛大学が
一定の期間、継続的に実施する事業に寄附者が指定する冠名を付すことができます。なお、『冠事業』の名称及び内容は寄附者と協議
の上、決定いたします。冠事業の創設をご検討の際は、愛媛大学基金室までご相談願います。
　現在、本学において実施している事業は、以下のとおりです。

愛媛大学基金の種類 冠事業

　私は、2020年10月に愛媛大学大学院連合農学研究科に入学しましたが、新型コロナウイルス
感染症により8か月間、渡日が叶いませんでした。日本に来るチャンスをもたらしてくれた、寄附
者に感謝します。私はこの栄誉を光栄に思い、科学技術に貢献できるよう努力します。

受給者の声

奨学金事業

■目　的／①学業に専念できるような環境づくりを支援
　　　　　②生産拠点のある愛媛県に立地する愛媛大学
　　　　　　の人材育成機能を期待

海外留学応援奨学金事業

■目　的／海外留学を行う学習・研究意欲のある学生が、
　　　　　留学先でより充実した環境下で勉学に励むこと
　　　　　ができるよう、海外留学に係る準備の支援

コロナに負けるな！学生応援奨学金事業

■目　的／コロナ禍の影響を受け修学に影響を受けている
　　　　　留学生を支援
　　　　　①外国人留学生の渡日経費支援
　　　　　②未渡日外国人留学生に対する財政支援

留学支援奨学金事業

■目　的／外国人留学生や海外留学を希望する日本人
　　　　　学生が学業に専念できる環境づくりを支援する
　　　　　とともに未来を担う人材育成を支援
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記入例はこちら

愛媛大学基金HP

一般基金

えみか夢基金

使途を愛媛大学に一任する

愛媛大学が実施する様々な取組みに幅広く活用
コロナ禍等の緊急時の学生支援事業にも
有効に活用させていただきます。

次世代を担う研究者を育成
若手研究者支援基金【税額控除対象】

・研究支援事業
・研究活動の成果発表支援事業
・他の研究者との交流促進事業

次世代のイノベーションを担う学生や
若手研究者の育成に活用

1

特定基金 使途を特定する2

様々な活用事例
●キャンパスのバリアフリー対策
●講義室の環境整備
●グラウンドの整備
●緊急支援給付金の支給（コロナ）など

海外留学支援
海外留学時の渡航費の
一部を支援

地域定着促進特別奨学金
愛媛県内の企業等に就職する強い
意欲のある学生を応援

■ 医学部支援基金　医学部を応援

■ 医学部創立50周年記念事業　50周年記念事業のために

■ 基礎医学研究推進基金　基礎医学研究活動を応援

■ 理学支援基金　理学部を応援

■ ユーカリ基金　農学部を応援

■ 附属学校園支援基金　附属学校園の子どもたちのために

■ 紙産業研究教育基金　紙産業の発展のために

■ 地域創生基金　地域産業イノベーションのために

■ 四国遍路研究基金　四国遍路・世界の巡礼研究のために

■ データサイエンスみらい基金　データ利活用力の向上のために

■ 施設維持管理基金　施設の適切な維持管理のために

（～令和3年度末実績）

（15,000千円）75人
（～令和3年度末実績）

（16,928千円）319人

基金の活用事例

　「未来教育基金」を活用し、家計支持者が失職した場合など特別な理由により、経済的に修学を継続することが困難になった学生に
対し、返還不要の給付型奨学金を緊急的に支援する制度です。

　私のふるさとは、四国最西端の町・愛媛県伊方町です。母校の三崎高校で学んでいた頃から、地域おこし活
動に力を入れてきました。「将来は、地域の魅力化・活性化に貢献したい。そして教師として、ふるさとに誇りと
愛着をもった子どもたちを育てたい」との思いから、奨学金への応募を決意しました。
　いただいた奨学金を、自己研鑽や新たな挑戦のために活用させていただけたらと考えております。現在は、
「地域」と「教育」を軸として、様々な活動に取り組んでいます。これからも、そこで生まれる出会いやつながりを
大切にしていきます！ このたびは、誠にありがとうございました。

修学サポート奨学金

　「えみか夢基金」を活用し、愛媛県内の企業等に就職する強い意欲のある学生へ給付型奨学金で経済的支援を行っています。この奨学金
の拡充により、学業及び就職活動等に専念できる環境を提供するとともに、愛媛県内の企業等への就業意識を形成することにより、県内就職
者を増加させる効果が期待できます。

地域定着促進特別奨学金

受給者の声

　アルバイトで勤務する日が減って
いるので、こんなにたくさん食料品
をもらえて大変助かりました。ありが
とうございました。

　令和３年６月、新型コロナウイルスの収束が見通せ
ない中で、生活協同組合コープえひめ様及び愛媛大
学生活協同組合様のご厚意により、「くらし応援セッ
ト」（CO‐OP商品の食料品・日用品8品）、1,618人分を
コロナ禍で一人暮らしをする学生に無償提供いただき
ました。この度のご支援に、心から感謝申し上げます。

一人暮らしをする学生を支援

受給者の声

教育学部３年
浅野 さやか

愛媛大学基金を活用したコロナ禍の学生支援

　本学では、コロナ禍の学生を経済的に支援するため、令和２年度に第１弾として「愛
媛大学緊急支援給付金」を給付するとともに、継続的な支援の実現に向け、「コロナ
対応緊急支援奨学基金」を創設しました。同基金においては個人の皆様1,265人、法
人等の皆様158団体から総額54,599千円の多大なご寄附を賜り、令和３年度に第２
弾、第３弾として８月と12月に「新型コロナウイルス感染症対応緊急支援（給付型）奨
学金」を給付しました。
　愛媛大学基金にご支援いただいた皆様には、改めて感謝申し上げますとともに、引き
続きご厚情を賜りますようお願いいたします。なお、「コロナ対応緊急支援奨学基金」
は、「未来教育基金」へ統合し、コロナを含め、経済的に支援が必要な学生を支援して
まいります。

コロナ禍で経済的に修学の継続が困難な学生に奨学金を給付 支 援 状 況

●第1弾「愛媛大学緊急支援給付金」
　給 付 日：令和2年5月29日
　給付実績：723人（一人あたり3万円）
●第2弾「コロナ対応緊急支援（給付型）奨学金」
　給 付 日：令和3年8月6日
　給付実績：383人（一人あたり5万円）
●第3弾「コロナ対応緊急支援（給付型）奨学金」
　給 付 日：令和3年12月17日
　給付実績：784人（一人あたり5万円）

支援総額：約8千万円

受
給
者
の
声

連合農学研究科１年
DEROSYA  VIONI

未来教育基金
経済的な理由で修学を諦めないために

【税額控除対象】

修学が困難な学生への経済支援

・授業料減免事業　・奨学金事業
・留学支援事業　　・TA、RA事業

① を応援学生（留学生を含む） ③ を応援特定の学部や事業

② を応援研究者

太陽石油太陽石油 愛媛銀行愛媛銀行

コンピューターシステム株式会社コンピューターシステム株式会社 関奉仕財団関奉仕財団
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愛媛大学基金へ寄附します。　　 ※該当する下記□にチェック（　）願います。
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□在学生・在学生の家族（　　　　年入学、学部・大学院名：　　　　　　　　　　　 学生氏名：　　　　　  　　 ）
□現・元教職員（所属部局：　　　　　　　）□法人・企業・団体　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

HPや広報誌等への氏名等の掲載
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氏　名
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ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。（承認番号徳第 号）

これより下部には何も記入しないでください。

※
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※

国立大学法人　愛媛大学
コクリツダイガクホウジン エ  ヒメダイガク
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※

（ゆうちょ銀行）

（振込通知書） （振込依頼書） （振込金（兼手数料）受領書）
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□伊予銀行　　  一万支店　普通　1799203
□愛媛銀行　　  湯築支店　普通　1350103
□愛媛信用金庫  城東支店　普通　0186904

【郵便局へ】日附印を押して依頼人に交付

（消費税込み）

円

　一定額以上のご寄附をいただいた場合、寄附者の厚志を顕彰するため、寄附者（個人、団体等）からの申し込みにより、愛媛大学が
一定の期間、継続的に実施する事業に寄附者が指定する冠名を付すことができます。なお、『冠事業』の名称及び内容は寄附者と協議
の上、決定いたします。冠事業の創設をご検討の際は、愛媛大学基金室までご相談願います。
　現在、本学において実施している事業は、以下のとおりです。

愛媛大学基金の種類 冠事業

　私は、2020年10月に愛媛大学大学院連合農学研究科に入学しましたが、新型コロナウイルス
感染症により8か月間、渡日が叶いませんでした。日本に来るチャンスをもたらしてくれた、寄附
者に感謝します。私はこの栄誉を光栄に思い、科学技術に貢献できるよう努力します。

受給者の声

奨学金事業

■目　的／①学業に専念できるような環境づくりを支援
　　　　　②生産拠点のある愛媛県に立地する愛媛大学
　　　　　　の人材育成機能を期待

海外留学応援奨学金事業

■目　的／海外留学を行う学習・研究意欲のある学生が、
　　　　　留学先でより充実した環境下で勉学に励むこと
　　　　　ができるよう、海外留学に係る準備の支援

コロナに負けるな！学生応援奨学金事業

■目　的／コロナ禍の影響を受け修学に影響を受けている
　　　　　留学生を支援
　　　　　①外国人留学生の渡日経費支援
　　　　　②未渡日外国人留学生に対する財政支援

留学支援奨学金事業

■目　的／外国人留学生や海外留学を希望する日本人
　　　　　学生が学業に専念できる環境づくりを支援する
　　　　　とともに未来を担う人材育成を支援
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愛媛大学基金HP

一般基金

えみか夢基金

使途を愛媛大学に一任する

愛媛大学が実施する様々な取組みに幅広く活用
コロナ禍等の緊急時の学生支援事業にも
有効に活用させていただきます。

次世代を担う研究者を育成
若手研究者支援基金【税額控除対象】

・研究支援事業
・研究活動の成果発表支援事業
・他の研究者との交流促進事業

次世代のイノベーションを担う学生や
若手研究者の育成に活用

1

特定基金 使途を特定する2

様々な活用事例
●キャンパスのバリアフリー対策
●講義室の環境整備
●グラウンドの整備
●緊急支援給付金の支給（コロナ）など

海外留学支援
海外留学時の渡航費の
一部を支援

地域定着促進特別奨学金
愛媛県内の企業等に就職する強い
意欲のある学生を応援

■ 医学部支援基金　医学部を応援

■ 医学部創立50周年記念事業　50周年記念事業のために

■ 基礎医学研究推進基金　基礎医学研究活動を応援

■ 理学支援基金　理学部を応援

■ ユーカリ基金　農学部を応援

■ 附属学校園支援基金　附属学校園の子どもたちのために

■ 紙産業研究教育基金　紙産業の発展のために

■ 地域創生基金　地域産業イノベーションのために

■ 四国遍路研究基金　四国遍路・世界の巡礼研究のために

■ データサイエンスみらい基金　データ利活用力の向上のために

■ 施設維持管理基金　施設の適切な維持管理のために

（～令和3年度末実績）

（15,000千円）75人
（～令和3年度末実績）

（16,928千円）319人

基金の活用事例

　「未来教育基金」を活用し、家計支持者が失職した場合など特別な理由により、経済的に修学を継続することが困難になった学生に
対し、返還不要の給付型奨学金を緊急的に支援する制度です。

　私のふるさとは、四国最西端の町・愛媛県伊方町です。母校の三崎高校で学んでいた頃から、地域おこし活
動に力を入れてきました。「将来は、地域の魅力化・活性化に貢献したい。そして教師として、ふるさとに誇りと
愛着をもった子どもたちを育てたい」との思いから、奨学金への応募を決意しました。
　いただいた奨学金を、自己研鑽や新たな挑戦のために活用させていただけたらと考えております。現在は、
「地域」と「教育」を軸として、様々な活動に取り組んでいます。これからも、そこで生まれる出会いやつながりを
大切にしていきます！ このたびは、誠にありがとうございました。

修学サポート奨学金

　「えみか夢基金」を活用し、愛媛県内の企業等に就職する強い意欲のある学生へ給付型奨学金で経済的支援を行っています。この奨学金
の拡充により、学業及び就職活動等に専念できる環境を提供するとともに、愛媛県内の企業等への就業意識を形成することにより、県内就職
者を増加させる効果が期待できます。

地域定着促進特別奨学金

受給者の声

　アルバイトで勤務する日が減って
いるので、こんなにたくさん食料品
をもらえて大変助かりました。ありが
とうございました。

　令和３年６月、新型コロナウイルスの収束が見通せ
ない中で、生活協同組合コープえひめ様及び愛媛大
学生活協同組合様のご厚意により、「くらし応援セッ
ト」（CO‐OP商品の食料品・日用品8品）、1,618人分を
コロナ禍で一人暮らしをする学生に無償提供いただき
ました。この度のご支援に、心から感謝申し上げます。

一人暮らしをする学生を支援

受給者の声

教育学部３年
浅野 さやか

愛媛大学基金を活用したコロナ禍の学生支援

　本学では、コロナ禍の学生を経済的に支援するため、令和２年度に第１弾として「愛
媛大学緊急支援給付金」を給付するとともに、継続的な支援の実現に向け、「コロナ
対応緊急支援奨学基金」を創設しました。同基金においては個人の皆様1,265人、法
人等の皆様158団体から総額54,599千円の多大なご寄附を賜り、令和３年度に第２
弾、第３弾として８月と12月に「新型コロナウイルス感染症対応緊急支援（給付型）奨
学金」を給付しました。
　愛媛大学基金にご支援いただいた皆様には、改めて感謝申し上げますとともに、引き
続きご厚情を賜りますようお願いいたします。なお、「コロナ対応緊急支援奨学基金」
は、「未来教育基金」へ統合し、コロナを含め、経済的に支援が必要な学生を支援して
まいります。

コロナ禍で経済的に修学の継続が困難な学生に奨学金を給付 支 援 状 況

●第1弾「愛媛大学緊急支援給付金」
　給 付 日：令和2年5月29日
　給付実績：723人（一人あたり3万円）
●第2弾「コロナ対応緊急支援（給付型）奨学金」
　給 付 日：令和3年8月6日
　給付実績：383人（一人あたり5万円）
●第3弾「コロナ対応緊急支援（給付型）奨学金」
　給 付 日：令和3年12月17日
　給付実績：784人（一人あたり5万円）

支援総額：約8千万円

受
給
者
の
声

連合農学研究科１年
DEROSYA  VIONI

未来教育基金
経済的な理由で修学を諦めないために

【税額控除対象】

修学が困難な学生への経済支援

・授業料減免事業　・奨学金事業
・留学支援事業　　・TA、RA事業

① を応援学生（留学生を含む） ③ を応援特定の学部や事業

② を応援研究者

太陽石油太陽石油 愛媛銀行愛媛銀行

コンピューターシステム株式会社コンピューターシステム株式会社 関奉仕財団関奉仕財団
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愛媛大学基金へ寄附します。　　 ※該当する下記□にチェック（　）願います。

口　  座　  記　  号　  番　  号

名
者
入
加

□卒業（修了）生（　　　　年卒業・修了、学部・大学院名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□在学生・在学生の家族（　　　　年入学、学部・大学院名：　　　　　　　　　　　 学生氏名：　　　　　  　　 ）
□現・元教職員（所属部局：　　　　　　　）□法人・企業・団体　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

HPや広報誌等への氏名等の掲載
□希望する　　□希望しない

氏　名

（電話番号　　　　 －　　　　　  －　　　　  ）

様
フリガナ

〒　　　  　―

愛媛大学へのメッセージ等ございましたらご記入ください。

住
所
・

名
氏

金 

額

料 

金
備 

考

千　 百　 十　 万　 千　 百　 十　 円
※

※

□えみか夢基金（愛媛大学の様々な取組に幅広く活用） 　 □未来教育基金（税額控除対象）
　

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基金）※支援する基金名をご記入ください　

国立大学法人　愛媛大学
コクリツダイガクホウジン エ  ヒメダイガク

徳島

の
票
各
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ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。（承認番号徳第 号）

これより下部には何も記入しないでください。

※

国立大学法人　愛媛大学
コクリツダイガクホウジン エ  ヒメダイガク

国立大学法人　愛媛大学
コクリツダイガクホウジン エ  ヒメダイガク

千　 百　 十　 万　 千　 百　 十　 円

おなまえ
※

様

通常払込
料金加入
者 負 担

※

※

※

※

千　 百　 十　 万　 千　 百　 十　 円 千　 百　 十　 万　 千　 百　 十　 円

おところ・おなまえ
※

国立大学法人　愛媛大学
コクリツダイガクホウジン エ  ヒメダイガク

おなまえ
※

（ゆうちょ銀行）

（振込通知書） （振込依頼書） （振込金（兼手数料）受領書）

□伊予銀行　　　 一万支店　普通　1799203
□愛媛信用金庫　 城東支店　普通　0186904

□愛媛銀行　湯築支店　普通　1350103

・
人
頼
依
ご
※

欄
信
通
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日 

附
　

 

印
　

□伊予銀行 一万支店 □愛媛銀行 湯築支店
□愛媛信用金庫 城東支店

この部分は、郵便局では使用しません この部分は、郵便局では使用しません
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日  　附  　印

名
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額
金

□伊予銀行　　  一万支店　普通　1799203
□愛媛銀行　　  湯築支店　普通　1350103
□愛媛信用金庫  城東支店　普通　0186904
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名
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額
金

□伊予銀行　　  一万支店　普通　1799203
□愛媛銀行　　  湯築支店　普通　1350103
□愛媛信用金庫  城東支店　普通　0186904

【郵便局へ】日附印を押して依頼人に交付

（消費税込み）

円

　一定額以上のご寄附をいただいた場合、寄附者の厚志を顕彰するため、寄附者（個人、団体等）からの申し込みにより、愛媛大学が
一定の期間、継続的に実施する事業に寄附者が指定する冠名を付すことができます。なお、『冠事業』の名称及び内容は寄附者と協議
の上、決定いたします。冠事業の創設をご検討の際は、愛媛大学基金室までご相談願います。
　現在、本学において実施している事業は、以下のとおりです。

愛媛大学基金の種類 冠事業

　私は、2020年10月に愛媛大学大学院連合農学研究科に入学しましたが、新型コロナウイルス
感染症により8か月間、渡日が叶いませんでした。日本に来るチャンスをもたらしてくれた、寄附
者に感謝します。私はこの栄誉を光栄に思い、科学技術に貢献できるよう努力します。

受給者の声

奨学金事業

■目　的／①学業に専念できるような環境づくりを支援
　　　　　②生産拠点のある愛媛県に立地する愛媛大学
　　　　　　の人材育成機能を期待

海外留学応援奨学金事業

■目　的／海外留学を行う学習・研究意欲のある学生が、
　　　　　留学先でより充実した環境下で勉学に励むこと
　　　　　ができるよう、海外留学に係る準備の支援

コロナに負けるな！学生応援奨学金事業

■目　的／コロナ禍の影響を受け修学に影響を受けている
　　　　　留学生を支援
　　　　　①外国人留学生の渡日経費支援
　　　　　②未渡日外国人留学生に対する財政支援

留学支援奨学金事業

■目　的／外国人留学生や海外留学を希望する日本人
　　　　　学生が学業に専念できる環境づくりを支援する
　　　　　とともに未来を担う人材育成を支援

個
人
　
　
　
　
　
　
　
　
一
口
　
一
千
円

法
人・企
業・団
体
な
ど
　
一
口
　
一
万
円

複
数
口
の
ご
寄
附
を
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い
し
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す
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「
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場
合
は
、

上
記
に
記
載
の
基
金
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事
業
名
）を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
記入例はこちら

愛媛大学基金HP

一般基金

えみか夢基金

使途を愛媛大学に一任する

愛媛大学が実施する様々な取組みに幅広く活用
コロナ禍等の緊急時の学生支援事業にも
有効に活用させていただきます。

次世代を担う研究者を育成
若手研究者支援基金【税額控除対象】

・研究支援事業
・研究活動の成果発表支援事業
・他の研究者との交流促進事業

次世代のイノベーションを担う学生や
若手研究者の育成に活用

1

特定基金 使途を特定する2

様々な活用事例
●キャンパスのバリアフリー対策
●講義室の環境整備
●グラウンドの整備
●緊急支援給付金の支給（コロナ）など

海外留学支援
海外留学時の渡航費の
一部を支援

地域定着促進特別奨学金
愛媛県内の企業等に就職する強い
意欲のある学生を応援

■ 医学部支援基金　医学部を応援

■ 医学部創立50周年記念事業　50周年記念事業のために

■ 基礎医学研究推進基金　基礎医学研究活動を応援

■ 理学支援基金　理学部を応援

■ ユーカリ基金　農学部を応援

■ 附属学校園支援基金　附属学校園の子どもたちのために

■ 紙産業研究教育基金　紙産業の発展のために

■ 地域創生基金　地域産業イノベーションのために

■ 四国遍路研究基金　四国遍路・世界の巡礼研究のために

■ データサイエンスみらい基金　データ利活用力の向上のために

■ 施設維持管理基金　施設の適切な維持管理のために

（～令和3年度末実績）

（15,000千円）75人
（～令和3年度末実績）

（16,928千円）319人

基金の活用事例

　「未来教育基金」を活用し、家計支持者が失職した場合など特別な理由により、経済的に修学を継続することが困難になった学生に
対し、返還不要の給付型奨学金を緊急的に支援する制度です。

　私のふるさとは、四国最西端の町・愛媛県伊方町です。母校の三崎高校で学んでいた頃から、地域おこし活
動に力を入れてきました。「将来は、地域の魅力化・活性化に貢献したい。そして教師として、ふるさとに誇りと
愛着をもった子どもたちを育てたい」との思いから、奨学金への応募を決意しました。
　いただいた奨学金を、自己研鑽や新たな挑戦のために活用させていただけたらと考えております。現在は、
「地域」と「教育」を軸として、様々な活動に取り組んでいます。これからも、そこで生まれる出会いやつながりを
大切にしていきます！ このたびは、誠にありがとうございました。

修学サポート奨学金

　「えみか夢基金」を活用し、愛媛県内の企業等に就職する強い意欲のある学生へ給付型奨学金で経済的支援を行っています。この奨学金
の拡充により、学業及び就職活動等に専念できる環境を提供するとともに、愛媛県内の企業等への就業意識を形成することにより、県内就職
者を増加させる効果が期待できます。

地域定着促進特別奨学金

受給者の声

　アルバイトで勤務する日が減って
いるので、こんなにたくさん食料品
をもらえて大変助かりました。ありが
とうございました。

　令和３年６月、新型コロナウイルスの収束が見通せ
ない中で、生活協同組合コープえひめ様及び愛媛大
学生活協同組合様のご厚意により、「くらし応援セッ
ト」（CO‐OP商品の食料品・日用品8品）、1,618人分を
コロナ禍で一人暮らしをする学生に無償提供いただき
ました。この度のご支援に、心から感謝申し上げます。

一人暮らしをする学生を支援

受給者の声

教育学部３年
浅野 さやか

愛媛大学基金を活用したコロナ禍の学生支援

　本学では、コロナ禍の学生を経済的に支援するため、令和２年度に第１弾として「愛
媛大学緊急支援給付金」を給付するとともに、継続的な支援の実現に向け、「コロナ
対応緊急支援奨学基金」を創設しました。同基金においては個人の皆様1,265人、法
人等の皆様158団体から総額54,599千円の多大なご寄附を賜り、令和３年度に第２
弾、第３弾として８月と12月に「新型コロナウイルス感染症対応緊急支援（給付型）奨
学金」を給付しました。
　愛媛大学基金にご支援いただいた皆様には、改めて感謝申し上げますとともに、引き
続きご厚情を賜りますようお願いいたします。なお、「コロナ対応緊急支援奨学基金」
は、「未来教育基金」へ統合し、コロナを含め、経済的に支援が必要な学生を支援して
まいります。

コロナ禍で経済的に修学の継続が困難な学生に奨学金を給付 支 援 状 況

●第1弾「愛媛大学緊急支援給付金」
　給 付 日：令和2年5月29日
　給付実績：723人（一人あたり3万円）
●第2弾「コロナ対応緊急支援（給付型）奨学金」
　給 付 日：令和3年8月6日
　給付実績：383人（一人あたり5万円）
●第3弾「コロナ対応緊急支援（給付型）奨学金」
　給 付 日：令和3年12月17日
　給付実績：784人（一人あたり5万円）

支援総額：約8千万円

受
給
者
の
声

連合農学研究科１年
DEROSYA  VIONI

未来教育基金
経済的な理由で修学を諦めないために

【税額控除対象】

修学が困難な学生への経済支援

・授業料減免事業　・奨学金事業
・留学支援事業　　・TA、RA事業

① を応援学生（留学生を含む） ③ を応援特定の学部や事業

② を応援研究者

太陽石油太陽石油 愛媛銀行愛媛銀行

コンピューターシステム株式会社コンピューターシステム株式会社 関奉仕財団関奉仕財団



・この用紙は、機械で処理しますので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。また、本票を汚したり、折り曲げた
りしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は郵便局の払込機能付きATMで
もご利用いただけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又は郵便局の渉外員にお預けに
なるときは、引換えに預り証を必ずお受け取りください。
・払込みの際、法令等に基づき、運転免許証等、顔写真付きの公的
証明書類のご提示をお願いする場合があります。
・ご依頼人様からご提出いただきました払込書に記載されたお
ところ、おなまえ等は、加入者様に通知されます。
・この受領証は、払込みの証拠となるものですから大切に保管し
てください。
・なお、備考欄に「口座払」の印字をしたものは、通常貯金口座か
ら指定口座への払込みが行われたものです。

　所得税等の優遇措置を受ける際に必要な領収書は、本学へ
の入金を確認後に発行させていただきますので、この受領書は大
切に保管してください。

国立大学法人　愛媛大学　基金室

愛媛大学基金HP

住所：790 8577  愛媛県松山市道後樋又10番13号
TEL：089 927 8346
E-mail :kikin@stu.ehime-u.ac.jp

ご　注　意 【注意事項】
この用紙は、郵便局及び右記の払込指定銀行のどちらでも
お使いいただけます。
この用紙は、払込内容を明記した受領証を保管願うため特に
４連式で承認を受けたものです。
振込手数料について
（ゆうちょ銀行）この用紙によりご入金された場合の手数料

）担負者入加（。すましたい担負が学大媛愛、は
（払込指定銀行）この用紙により同一銀行にご入金された場
合の手数料は無料となります。
（払込指定銀行以外の金融機関）手数料を別途ご負担いた
だくことになります。

（寄附金の記録例）
［10,000 円のご寄附であれば、すべてに10,000 円を記載］

払込みの際は、この用紙をご使用の上、通信欄に加え４票と
もにおなまえ・金額等の必要事項をご記入いただき、郵便局
又は払込指定銀行の本・支店の窓口にご提出ください。
寄附金の領収書がお手元に届くまでは、本受領証を大切に
保管してください。

払込みの場合は「電信扱い」でお願いします。
払込取扱票は、愛媛大学財務部財務企画課宛「至急」ご回
送ください。
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銀行へのお願い

この場所には、何も記載しないでください。

払込指定銀行の
普通預金口座名・口座番号

ゆうちょ銀行の
当座預金口座名・口座番号

受取人名義：国立大学法人　愛媛大学

受取人名義：国立大学法人　愛媛大学
ゆうちょ銀行

伊予銀行

愛媛銀行

愛媛信用金庫

一万支店

湯築支店

城東支店

普通

普通

普通

1799203

1350103

0186904

金融機関名 支店名 預金種別 口座番号

01640 92926

　愛媛大学は、「独立行政法人等の保有する
個人情報の保護に関する法律」（平成 15 年法
律第 59 号）を遵守し、寄贈者の個人情報は、
「国立大学法人愛媛大学個人情報管理規則」
に基づき、適正に管理します。

　本寄附申込により愛媛大学が取得した個人
情報は、取扱に十分注意するとともに愛媛大
学基金に関する事務処理、連絡にのみ使用し、
他の用途には使用いたしません。

個人情報の取扱いについて

収 入 印 紙

課税相当額以上

貼 付

印

トピックス基金受入状況

こ
れ
か
ら
も
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　愛媛大学では、地域に立脚する大学として、教育改革の成果を着実に上げ、
教育研究、社会・国際連携、地域医療の推進等を通して人材育成の機能を強
化していくために、2016年4月に「愛媛大学基金」を創設しました。企業や篤
志家の皆様から、多大なご寄附を賜り、2022年3月末時点での寄附累計額・
件数は、749,496千円（9,623件）に到達しました。改めて感謝申し上げます。
　基金は、使途を特定せず様々な事業に幅広く活用させていただく『えみか
夢基金』、使途を限定して各種事業を行う『特定基金』があります。その他にも多
様な寄附金受入の手段として、財物、遺贈、古本募金、クラウドファンディン
グ、冠事業等を整備しています。
　皆様からのご寄附は、学生の修学支援、海外派遣支援、教育研究環境の整
備等に有効に活用させていただきますので、ご理解とご支援をよろしくお願
いします。

　2022年6月に、データサイエンスセンターの活動支援を目的と
した「データサイエンスみらい基金」を創設しました。
　皆様からいただいたご寄附は、データサイエンスに関するセ
ミナーの実施やデータサイエンス・AI に関連した研究の推進等
の活動を通じて、学生だけでなく地域のみなさまに対する「数
理・データサイエンス・AI」スキルの習得の支援や高度データサ
イエンス人材の育成、成果の地域還元を推進し、デジタル社会
基盤をなすデータ利活
用力の向上による地域
の発展に貢献していき
ます。
　「データサイエンスみ
らい基金」の詳細は、愛
媛大学基金ホームペー
ジをご覧ください。

「データサイエンスみらい基金」の創設

　２０２２年４月、地域における知の拠点として、愛媛大学城北
キャンバスにE.U. Regional Commons （愛称：ひめテラス）が
設置されました。
　「ひめテラス」は、教育、研究、地域貢献、国際交流、健康医療
などの幅広い分野において、学生・留学生・教職員・地域ステー
クホルダーなどの全ての関係者が 「集い、考え、学び、応える」イ
ノベーション拠点として、地域からのニーズに応えていきます。
　なお、1階には、
愛媛大学基金へ
ご寄附いただい
た皆様の寄附者
銘板を移設する
予定となってい
ます。

E.U. Regional Commonsの設置

　２０２２年3月、愛媛大学基金のホームページをリニューアルしました。各基金の紹介ペー
ジを新たに作成し、基金の概要や活用事例を掲載するとともに、「寄附メニュー」や「寄附
のしかた」などページ構成を変更しています。
　また、スマートフォンやタブレット等、様々な画面サイズにも対応していますので、是非
一度、下記URLまたは、QRコードからアクセスしてください。

HPリニューアル

2021年度受入件数 1,348件

基金受入状況の推移

令和3年度　寄附者別受入状況

2021年度受入金額 126,760千円
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教職員・元職員
568件
（42.1％）

卒業（修了）生
272件（20.2％）

法人・企業・団体
201件
（14.9％）

保護者
165件
（12.2％）

一般篤志家
133件
（9.9％）

その他
9件（0.7％）

1,348件



・この用紙は、機械で処理しますので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。また、本票を汚したり、折り曲げた
りしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は郵便局の払込機能付きATMで
もご利用いただけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又は郵便局の渉外員にお預けに
なるときは、引換えに預り証を必ずお受け取りください。
・払込みの際、法令等に基づき、運転免許証等、顔写真付きの公的
証明書類のご提示をお願いする場合があります。
・ご依頼人様からご提出いただきました払込書に記載されたお
ところ、おなまえ等は、加入者様に通知されます。
・この受領証は、払込みの証拠となるものですから大切に保管し
てください。
・なお、備考欄に「口座払」の印字をしたものは、通常貯金口座か
ら指定口座への払込みが行われたものです。

　所得税等の優遇措置を受ける際に必要な領収書は、本学へ
の入金を確認後に発行させていただきますので、この受領書は大
切に保管してください。
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（払込指定銀行）この用紙により同一銀行にご入金された場
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（払込指定銀行以外の金融機関）手数料を別途ご負担いた
だくことになります。

（寄附金の記録例）
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払込みの際は、この用紙をご使用の上、通信欄に加え４票と
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保管してください。

払込みの場合は「電信扱い」でお願いします。
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送ください。
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　愛媛大学は、「独立行政法人等の保有する
個人情報の保護に関する法律」（平成 15 年法
律第 59 号）を遵守し、寄贈者の個人情報は、
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　基金は、使途を特定せず様々な事業に幅広く活用させていただく『えみか
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様な寄附金受入の手段として、財物、遺贈、古本募金、クラウドファンディン
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　皆様からのご寄附は、学生の修学支援、海外派遣支援、教育研究環境の整
備等に有効に活用させていただきますので、ご理解とご支援をよろしくお願
いします。

　2022年6月に、データサイエンスセンターの活動支援を目的と
した「データサイエンスみらい基金」を創設しました。
　皆様からいただいたご寄附は、データサイエンスに関するセ
ミナーの実施やデータサイエンス・AI に関連した研究の推進等
の活動を通じて、学生だけでなく地域のみなさまに対する「数
理・データサイエンス・AI」スキルの習得の支援や高度データサ
イエンス人材の育成、成果の地域還元を推進し、デジタル社会
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　２０２２年４月、地域における知の拠点として、愛媛大学城北
キャンバスにE.U. Regional Commons （愛称：ひめテラス）が
設置されました。
　「ひめテラス」は、教育、研究、地域貢献、国際交流、健康医療
などの幅広い分野において、学生・留学生・教職員・地域ステー
クホルダーなどの全ての関係者が 「集い、考え、学び、応える」イ
ノベーション拠点として、地域からのニーズに応えていきます。
　なお、1階には、
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　２０２２年3月、愛媛大学基金のホームページをリニューアルしました。各基金の紹介ペー
ジを新たに作成し、基金の概要や活用事例を掲載するとともに、「寄附メニュー」や「寄附
のしかた」などページ構成を変更しています。
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一度、下記URLまたは、QRコードからアクセスしてください。
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